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スラブ研究センター図書室の歩み

秋月孝子

1 .法学部附属施設の時代 (1953---1978)

スラプ研究センターの前身である fスラヴ研究室fが、旧ソ連・東欧地域の総合的な研

究機関として、北海道大学の学内措置により設置されたのは 1953(昭和 28)年6月24日の

ことであった。その後 1955(昭和30)年 7月には「北海道大学法学部附属スラヴ研究所」

(1955 年 7 月 1 日 ~1956 年 1 月 31 日)(1)として官制化され、さらに「法学部附属スラプ研

究室J(1956 年 2 月 1 日 ~1962 年 3 月 31 日)、「法学部附属スラアゃ研究施設J (1962年4月1

日 ~1978 年 3 月 31 日)と名称を替えながら、 25 年の歳月をへて 1978 年(昭和 53 年 4 月

1日)には独立した研究機関として「学内共同教育研究施設スラプ研究センター」に改組

された。 1990(平成 2)年にはさらに「全国共同利用施設スラプ研究センター」となり、

1995 (平成 7)年は丁度創立 40周年にあたる。

スラプ研究センターは、創設以来スラプ地域(旧ソ連・東欧地域)の学際的総合研究を

目的とし、旧ソ連・東欧諸国(旧チェコスロヴァキア、ハンガリー、ポーランド、ルーマ

ニア、ブルガリア、!日ユーゴスラヴィア、アルパニア)の歴史・文学・政治・経済・国際

関係・法律に関する研究を行なっている。それはまた研究活動のほかに、幅広い研究交流、

文献・資料の収集、資料情報活動によって大学の枠を越えたスラプ研究の中心となること

を目指している。センターの図書室も、このセンターの学際的総合研究を支えつつセンター

の歴史と共に歩み、今日に至っている。

準備期 (1953--1955)

スラプ研究関係資料の収集は、わが国における旧ソ連・東欧地域を含むスラプ研究の発

展と密接に結び、ついているo 戦前にわが国で組織的なソ連研究を行なっていたのは、満鉄

や外務省関連の諸機関にすぎず、大学ではロシア文学や語学の研究以外はほとんど行なわ

れていなかった。このような過去の歴史におけるソ連・東欧研究の片寄りは、当然のこと

ながらこの分野の資料収集にもあらわれていた。とくに戦前は自然系の総合大学であった

北大の場合は、スラプ関係の文献は皆無にひとしかった。このような北大に設置された「ス

ラヴ研究室」は、その当初から資料収集を重要な活動の一部としなければならなかった。

「スラヴ、研究室」が設立された 1953(昭和 28)年は戦後間もなく、予算的にも窮迫した時

代であったが、アメリカのロックブエラー財団から図書購入費として 500万円(2)が寄贈さ

れ、国内外の古書市場からもかなりまとまった収書が可能となった。最初の研究員となっ

た木村彰一教授、鳥山成人助教授の両氏はスラプ研究に必要な基本図書リストを作成し、

それにもとづいて、米国議会図書館スラプ部門部長ヤコプソン氏(SergiusYakobson) (有
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名なスラプ言語学者ヤコプソン博士の令弟)が発注をおこない、絶版などで入手不能なも

のは類似のものにふり替え、それらがスラプ研に寄贈の形式で収められたようである(3)。そ

れらの大部分は第2次世界大戦の戦中・戦後にかけて刊行された英・独・仏語の文献であ

るため、わが国では入手できなかったもので、「スラヴ研究室」にとってはコレクションの

最初のまとまった核となった(針。当時の収書の基礎カードを見ると、単行本・雑誌ともに基

本的な資料が精選して集められており、マイクロフィルムによる補充も始められていた

(0"マイクロフィルム所蔵目録1953-1973oD 参照)口

「スラヴ研究室Jは、創立から 2年間(1953'"'-'1954)は、制度上の機関ではなかったので、

研究室の運営は文部省からの特別の科学研究費によりまかなわれていた。科学研究費補助

金による機関研究のテーマは「ロシア及びソヴェト社会における中間属の役割に関する研

究(第一期ナロードニキ関係資料の収集及びその研究)Jで、研究代表者は木村彰一教授で

あった。この機関研究報告が 1部残されている。それによると 1953'"'-'1954(昭和28'"'-'29)年

の2年間は、毎年 130万円配分され、研究設備及び支出経費の内訳リストが添付されてお

り、それを見ると当時受入れられた本の 1冊 1冊に出会うような思いがして興味つきない

ものがある。さらに今筆者の手許に残されているメモ的資料は、資料収集のための基本的

な文献カード、リストの作成準備に費やされたエネルギーが大変なものであったことを窺

わせる(九その頃の予算の支出管理は文学部の会計掛でおこなわれていたとのことであ

る(的。爾来スラプ研の図書費は、今日に至るまで科学研究費が重要な役割を果すことにな

る。

草創期 (1955'""-'1970)

1955(昭和30)年7月スラヴ研究室は官制上の研究機関となり、法学部に附属することに

なった(1955年7月1日'"'-'1956年1月31日の期間は「スラヴ研究所」、 1956年2月1日

'"'-'1962年3月31日の聞は「スラヴ研究室J と称していた)。建物としてはそれまで「北方

文化研究室」が使用していた、もと札幌農学校の昆虫学講堂の一部があてられ、石造りの

昆虫標本室が書庫となった。官制化とともに専任の研究員・助手・事務職員の定員も認め

られ、研究体制も整い、 1957(昭和32)年には『スラヴ研究』の第 1号が発刊された。当時

の事務担当者として、助手の更科道子氏、事務職員の豊田久馬彦氏と芳賀柳二氏の 3人が

配置され、図書の発注・受入・整理・貸出業務に携わっていた。当時北大では、各学部で

支払われた図書は、支払い内訳と各学部の物品管理官の下で付与された物品番号票を付し

て附属図書館に送られ、そこで目録・分類が行なわれていた。しかしスラブ研では、図書

の大部分がロシア語のこともあって、スラプ研で法学部の物品として登録し、目録・分類

も更科・芳賀両氏によってなされていた。筆者は高校時代からの友人であった更科道子助

手を訪ねてしばしばスラプ研究室に出入りしていたので、木綿の風呂敷いっぱいにロシア

語の本を包んで運んで、きていた、ナウカ社札幌営業所の荒木五郎氏(のちナウカ社社長)

のことや、冬には木造部分の建物が深い雪のなかにすっぽりと埋もれ、中でダりレマストー

ヴを燃やしていた狭い事務室の光景を今でも憶えている。

1960(昭和35)年にチェコスロヴァキア大使が北大を訪れ、杉野目学長自ら定山渓に招待

し、鳥山先生も同行したと灰聞しているが、この時チェコ語の歴史・言語学に関する図書
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が多数スラプ研に寄贈されたとのことであるo このことについての記録は、スラプ研には

残されていないが、『北海道大学一覧』に「本施設の存在と研究成果は、米国以外からも注

目され昭和三十五年には、チェコスロヴァキアから約二百点の学術誌と図書の寄贈を受け

た}7)と記されている。筆者が1966年8月スラブ、研に移ってきたとき、当時の担当者から

その現物の一部を見せてもらった記憶がある。それらは基本的な歴史資料集なども含まれ

ており学術的に貴重なものであるとの印象を強く受けた。これらの本は現在でもよく利用

されている。鳥山先生のお話では、この時のチェコスロヴァキア大使は優れたスラヴィス

トであったとのことで、寄贈図書の選択も大使自身の手によったものかもしれない。

「スラブゃ研究室」は 1962(昭和37)年に「スラプ研究施設J と改称され、 1966(昭和41)年

には法学部研究棟の新築にともない、事務室と研究室はその 2階部分に移転した。その際

にスラプ研究施設の蔵書の大部分は隣接する中央図書館の書庫3層に移され、それ以後図

書の貸出業務は図書館の管理に委ねられることになった。センターの歩みを省みるとき、

木造の小さな建物を利用していた 10年間は、古きよき時代であったと思われる。

スラプ研の蔵書は、創立から 20数年間はあまり増えることがなかった。年間の増加冊数

は平均 1，000冊前後で、 1975年4月現在の蔵書数は、 19，081冊(洋書 17，606、和書 1，475

冊)であった。その大部分はスラプ研設立の 1953年以後の出版物である o 1966年には創立

10周年を記念して『欧文図書目録1953'"""'-'1965，，0が刊行された。 B5版 2段組み 235ページ

のタイプ印刷であるo欧文と露文に大別され、デューイの 10進分類によって分類されてい

るが、索引がないのは残念である。当時図書室は、設立当初の更科道子助手と豊田久馬彦

事務官が去り、芳賀柳ニ、大垣f旬、成田京子の 3人の事務官で運営されていた(へそのほか

出かず子助手が研究のほか紀要の編集、シチェドリン図書館との図書交換業務、マイクロ

フィルムの整理(創立から 1968年までのマイクロフィルムを検収しカードを作成)に従事

していた。

筆者が芳賀柳ニ氏の後任として研究施設に来たのは、 1966年8月のことであるo爾来30

年スラプ研究施設とともとに歩むことになるとは予想もしなかった。スラプ研究センター

の岡書業務は創立以来助手ポストの要員により分担されてきた。このことは外国のように、

スラプ諸国の図書を扱う仕事は「選択から整理」に至るまで、かなりの専門的知識と能力

が必要なので、教官ポストをさく必要があるという考えに基づいていたようである。した

がってスラプ研では、更科道子(1956年6月-----1962年3月)、佐野優子(1969年4月-----1972

年8月)、坤谷七魚子(1972年9月-----1976年5月)、松田潤(1976年4月'"""'-')、大塚恵理(1986

年5月'"""'-'1988年3月)、小竹史緒(1988年4月'"""'-'1989年3月)、杉浦和子(1989年4月-----1990

年3月)と相次いで助手ポストが図書業務をカヴァーしてきた。

この時期の研究施設の年間受入冊数は 1.000冊たらずとはいえ、乏しい図書購入費を

補っていたのは、文部省の科学研究費補助金であった。この研究費は毎年自動的に交付さ

れるとは限らない不安定なものであったので、図書購入計画に大きな影響を及ぼした。幸

いなことに兼任研究員の協力によって共同研究が組織され、 1953年以来40年間にわたり、

ほぽ恒常的にいろいろな種類の科学研究費が交付されて現在に至っている。 1966年から

1975年の 10年間にわたる費目別受入図書冊数表は、この間の事情を物語るものである(針。

1968年から 1969年にかけて全国に吹き荒れた大学紛争の嵐は北大にも押し寄せ、 1969
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年の北大紛争は法学部に間借りしていた小さなスラプ研究施設にも及んだ。同年5月の本

部封鎖に始まり、 7月に図書館、 8月17日には文系 4学部の校舎が封鎖された。この年の

秋は、研究施設の事務室も法学部の事務室とともに医学部附属病院旧看護婦宿舎に間借り

して過ごすことになった。恒例の週 1回の事務会議の開催もままならず、旧市電の通りに

面していた旧ナウカ書屈の 2階や、正門前にあった中屋菓子庄の 2階などを転々としなが

ら、 1週間ごとに研究員と事務職員との打ち合わせの会合が聞かれた。 10月末文系 4学部

の封鎖は解除されたが、研究施設のあった法学部研究棟の東側2階は、図書館への通路に

もあたっていたため、建物の被害は大きかった。しかしスラブ研の紛失した図書はドイツ

語の辞書 1冊のみであった。それには封鎖に先だって受入未支払い本などはダンボールに

つめて封印し、旧市電通りの小さな雑貨屈の倉庫に一時避難するなどの事前の措置をして

いたことが役立つた。封鎖解除後、被害による紛失図書リストの提出を求められたが、そ

れは他学部と比較すれば被害のうちに入らぬものであった。

過渡期 (1970'""-'1978)

1970 (昭和 45)年北大紛争が一応解決し、スラプ研究施設は法学部研究棟の 2階から 3階

に移ることになった。同年「北海道スラプ研究会」が設立され、第 1回年次総会が聞かれ

た。この研究会は学内外の研究者に開放され、設立25年後の今日まで存続している O

この時期のスラブ研図書室にとっての大きな出来事は、附属図書館との統合問題であっ

た。大学紛争後の時期は大学全体が改革の機運に満ち、そのことは附属図書館の改革の努

力にもあらわれた。 1970年には今村館長の『大学図書館の未来像-ーその理念を中心にし

て』という報告書が作成され、「北海道大学改革検討委員会」の 1-2専門委員会が「図書

館に関することJ を分担することになった。この作業を補助するために委員長(館長)の

諮問機関として図書館員よりなる事務改善委員会も発足した。 仁記の専門委員会は、今村

委員長の図書館改善案を討議して、評議会へ送ったが、そこでは自然科学系部局における

図書分散の是正、人文社会科学部局図書室の図書館との統合が勧告された。学内組織の中

で孤立していたかのように見えた附属図書館は、「北海道大学改革検討委員会」の 1つの専

門委員会によってはじめて、学内の他の組織と同列の有機的な位置づけが与えられること

になったのである。この勧告に基づいて 1975年4月には法学部図書室の附属図書館との統

合が実現した。

人文社会系図書室と附属図書館の統合問題の目指すところは、その出発点において今村

館長の『大学図書館の未来像』をうけ、「大学図書館の教育と研究の基本的な目的の実現と、

今後の図書の増加、それにともなう書庫スペースの問題、定員削減・定員不補充等の現実

的な諸問題に対処するためにも統合は合理的な措置である」との判断に基づくものであっ

た。当時欠員不補充と定員削減の問題は大学全体に深刻な波紋を引き起こしていた。これ

こそ附属図書館との統合に際して、いかなる理由よりも周囲に強い説得力をもつものでは

なかったろうか。法学部図書室の統合の場合も単に法学部側の理由からのみでなく、受入

れ側の図書館にとっても 9名の定員(10)の移行はこのうえなく魅力的なものであったにち

がいなしh。この問題は、大学紛争直後の 1970年から 5年の歳月をかけて、今回事務長はじ

め当時の歴代の学部長、山畠図書委員、全図書職員の討議の結果、全員の合意のうえ決定
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されたものであった。筆者も何度か法学部の統合問題懇談会に出席した。一般には法学部

の図書室が統合されるならば、その附属研究施設であるスラプ研の図書室がその決定に従

うのは当然と思われていた。しかしスラプ研は、独自に討論を重ね、法学部とは独立の行

動をとることになった。

スラプ研図書室の附属図書館との統合問題は、解決を見出せないまま今日に至っており、

現在のスラプ研究センターにとっても大きな課題となっているので、その経緯を簡単に説

明しておきたいと思う。スラプ研図書室が法学部図書室と同時に統合しなかった理由は、

附属図書館との統合に単に皮対するのではなく、人文・社会系図書室全体の統合を前提に、

スラプ系の文献を一括して取り扱うスラプ部門を附属図書館に設置するという理念に基づ

くものであった。ある意味ではこれこそ、今村館長の「大学図書館の未来像の理念」に合

致するものではなかったろうか。

1970 (昭和 45)年春、法学部図書室の附属図書館との統合問題の動きが具体的に始まりつ

つあることを灰聞した外川図書委員は、上記の考えにもとづいて「図書館・法学部図書の

合体についてJ と題する文書を附属図書館に提出した。しかしこれにはなんらの回答もさ

れなかった。スラプ研では慎重な討議の結果、施設長以下全員の出席のもとに図書館の部・

課長、担当掛長と統合問題懇談会を聞いた。スラプ研側からは、スラプ研図書室と図書館

の統合を「図書館改善案」の理想的なモデルとすべく、スラプ部門 (SlavicDivision)設

置の提案がなされた。それはスラプ研の資料を核に法・文・経・教育の各学部のスラプ関

係資料を一貫して収集・整理し、参考業務を行なうことを目的としており、この提案が受

け入れられるならば喜んで統合される用意がある旨の説明がなされた。スラプ研側はさら

に統合に際しての附属図書館側の具体的な青写真の提示を求めた。しかし附属図書館側か

らは明確な反応はなく、これらについては持ち帰って後ほど回答することになった。しか

しその回答はついに得られず、スラプ研図書室の統合問題についての図書館側との話し合

いは、そのまま中断された。

その後4年を経て、スラプ研は附属図書館から 1974(昭和49)年4月1日付け文書で突然

「人文・社会系学部附属図書館書庫内図書等の管理についてJ(ll)という通知を受取った。こ

れに対して、外川施設長は同年4月23日付け文書で「法学部図書業務を統合(集中化)す

る件については、スラプ研究施設は、法学部とは別に独自の立場から附属図書館と協議す

る」旨を伝えた。

法学部図書輩の統合問題は、発端となった 1970年以来薮・石川の 2学部長時代をへて、

小暮学部長のとき、すなわち 1975(昭和50)年3月、「法学部図書掛の附属図書館への統合

に関する必要な事項についての申し合わせJ(法学部図書掛の附属図書館への統合に伴う図

書業務等の取扱いに関する確認事項)により終止符が打たれた。法学部図書室の附属図書

館との統合問題に精力的に取り組み、自己の論理を貫いたのは今回事務長であった(1九

1975年4月1日、法学部図書掛は業務の統合化とともに解体し、図書掛職員全員(1名

の定員は学事掛に据置くことになった)は附属図書館へ配置換えになり、スラプ研の図書

業務と 1名の図書定員はそのまま取り残されることになった。 1970年に端を発した法学部

図書室の統合問題が決着を見るまでに、筆者は法学部図書職員の「統合」をめぐる討論の

内容にいささか絶望的になっていた。そこで自らの見解を示すために、『スラヴ研究』の「図
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書室だより」に執筆したのが拙稿「大学図書館の集中管理制をめぐって」である(13)。

1971 (昭和 46) 年には『マイクロフィルム所蔵目録 1953~197Ln (札幌、北海道大学法学部

附属スラプ研究施設、 1971)が作成された。スラプ研では設立の当初からマイクロフィル

ムによる文献資料の補充に努めてきたが、単行本や雑誌と違ってその内容を検索するのが

困難だったからである。また単行本や雑誌についても、 1972年春には、創立 10周年を記念

して刊行された『欧文図書目録 1953~1965J を引き継ぐかたちで、 5 年の累積版『欧文図

書目録 1966~1970J(札幌、北海道大学法学部附属研究施設、 1972) を、翌 1973 年には『欧

文雑誌目録 1953~1973J (札幌、北海道大学法学部附属スラプ研究施設、 1973)を相次いで

刊行した。後者の目録の特色は 2つあり、その 1つは雑誌の所蔵巻年次の表示が現物とマ

イクロフィルムを併せた形でなされていること(マイクロフィルムの所蔵部分はアンダー

ラインで示されている)、いま 1つは誌名の変遷等の書誌情報が豊かであることである。

1972 (昭和 47)年春、百瀬研究員により、はじめてフィンランド語セミナーが聞かれた。

5・6人の出席者であったが、当時文学部・言語学科の学生で、現在小樽商大の津曲助教

授も参加者の 1人であった。スラプ研ではフィンランド語の本や雑誌も受入れられており、

最低の文法的知識も必要だ、ったので、筆者も参加したが3カ月で挫折した。同年内外の研

究者から久しく望まれていたスラプ関係研究者名簿が『わが国におけるソ連・東欧研究の

動向J(14)と題して初めて刊行された。昭和 47年度文部省科学研究費補助金によるものであ

る。これは『ソ連・東欧研究者名簿』の初版にあたり、集められたデータの最終編集の任

にあたったのは坪谷助手であった。

1973 (昭和 47)年 4月には日本学術振興会の招きでポーランド科学アカデミーからシリ

ジニスキ博士(Jerzy S1izi凸ski)が訪れ、約1ヵ月滞在した。研究テーマは「比較文学の
方法論の諸問題J で、彼は 8カ国語が読めることを自慢していた。シリジニスキ博士はス

ラプ研に長期滞在した最初の外国人であった。同年秋には伊東研究員によりポーランド語

入門講座が開かれた。これは大変な人気で、参加者は北大のみでなく、他大学からも集ま

り、参加者の層も多様で、学部学生から年輩の教授にまでおよび、毎回座席が足りないく

らいであった。翌 1974年には毎週土曜日の午後、会話のレッスンとテキストの講読会がお

こなわれた。テキストは 19世紀ポーランド思想史で、こちらのほうは参加者が少なかった。

その一人は現在群馬県立女子大の岡野恵美子女史であった。さらに継続して 1975年には福

田ヤニーナさんを招いて会話のレッスンが聞かれた。この講習会を通してポーランド語を

マスターし、ポーランドに留学する人が続々あらわれた。外川継男、早坂真理、栗生沢猛

夫、灰谷慶三、鈴木秀ーなどの諸氏がそうである(1九

1975 (昭和 50)年は創立20周年にあたり、 7月クラーク会館でささやかな祝賀会が聞か

れた。同年 12月、北大で国際法の専門家であった和田頑純教授の旧蔵書の 1部が、御子息

の札幌医大教授和田寿郎氏から寄贈された。洋書98冊、和書 102冊、和雑誌5点で、 1900

年の 2・30年代から第2次世界大戦前に出版されたものが多い。内容は専門分野の国際法

に限らず、満州問題・植民地問題に関するものも含まれる。 1976年には「ソ連東欧研究文

献目録Jが松田助手により編集され、『スラヴ許研究J22号に収録された。 1978年以降は『ス

ラヴ研究』から独立し、単独の冊子として発行されることになった(1ヘ
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2 .学内共同利用センターの時代 (1978--1990)

1978 (昭和53)年法学部附鳳スラプ研究施設は、学内共同教育研究施設スラプ研究セン

ターに改組され、教授定員 7、客員教授3 (うち外国人2人)のほか多数の学内外の併任

研究員を擁する独立した研究機関となった。これまでの 25年間にそれほど大きな変化の見

られなかったスラプ研究施設の組織に著しい発展がみられたのは、この年の改組以降のこ

とであった。このことは図書予算の面でも大きな変化をもたらした。教官積算校費として

の一般経常費の他に、特定研究経費、設備充実費が加わり、かつてないほど豊かな図書費

を計上することができた。20年間、年間1.000冊たらずの増加冊数しかなかった図書室に、

多数の資料の購入を可能にしたのは、同年12月に何の前触れもなく配分された 1，600万円

の設備充実費であった。この予算は筆者を忙しさの渦中に追い込んだが、長年購入を望ん

でいた多くの資料との出会いは、限りない充実感をもたらした。この時購入したものの中

には、『ブロックハウス・エプロン百科.B(全86冊、 1890-1907) (17)、『ソビエト大百科』初

版(全66冊、 1926-1947)、フーヴァー研究所の『蔵書目録.0(全63冊及び第2補巻6冊)、

そのほか多数のマイクロフィルムがあった。

さらにこの 1978(昭和53)年度に特筆すべきは、文部省の「特別外国図書購入費」により

附属図書館に 3つの大型スラプ関係コレクションが受け入れられたことであった。それら

は「ヴェルナツキー・コレクション」、「ポリス・スヴァーリン・コレクション」、 118世紀

ロシア文学コレクション」であり(18)、いずれも北大におけるスラプ関係コレクションの欠

落部分を補う貴重なものであった。最初の 2つはスラブ研が文部省に申請したものであ

る(19)。このことは文部省も北大の文系図書については、特にスラプ部門を重視しているこ

とを示しているように思われた。

同年10月には第1回外国人客員研究員として、カーピー氏 (E.Stuart Kirby) とドミ

トリッシン氏 (BasilDmytryshyn)が6カ月滞在の予定で着任した。

1979 (昭和54)年には、理年度の概算要求に対する内示において、情報資料部の設置が認

められ、助教授ポストが増えることになった。同年3月には rスラプ研究センターニュー

ス』の第 l号が刊行され、 1994年12月現在59号に至っているo 初号はわずか4ページの

タイプ印刷であった。現在のものと比較すると、スタイルは全く変わっていないが、ニュー

スの量の増大が隔世の感を与える。第2号は同年7月に刊行され、この号に初めて「図書

室だより」欄が登場し、それ以来図書に関するいろいろな情報が掲載されることになった。

『スラプ研究センターニュース』第2号の「図書室だより」には、故前谷清氏と池田博行氏

から「ロシアの交通論関係図書」が寄贈されたこと、また前年度の設備充実費で購入した

主な図書が紹介された。この年には特別設備費で「ロシア関係学位論文J1 ， 131点、を購入し

た。さらにこれまで年刊だった『スラヴ研究』が半年刊となり、 23号が1979年1月に、 24

号が同年7月にそれぞれ刊行された。半年刊の形態は4年間(1979-----1982)続いたが、翌

1983年に欧文紀要Acta Slavic，αIαρonzcaが刊行されるにおよんで、 1982年10月の秋期号

30号をもって、再び年刊出版物にもどることになった。

同年7月には、第 1回「日ソ関係の総合的研究J と題するシンポジウムがセンターにお
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いて聞かれ、このシンポジウム報告は『研究報告シリーズ』第 1号(SlavicResωrch Center 

Occasional Aゅer) として 9月に刊行された。これ以来、年2回開催されるシンポジウム

報告の出版が続けられ、 1994年 12月現在日号に達している。同年9月ハワイ大学のポラ

ンスキー女史 (PatriciaPolansky)が訪れ、「アメリカにおけるロシア語文献の収集につ

いて」と題して講演が行なわれた。

この年度の外国人客員はボイター氏(AlbertBoiter)、クーシン氏(VladimirV. Kusin)、

ホレツキー氏 (PaulL. Horecky)の3氏であった。同年9月に帰国したクーシン氏の後

をうけて 10月から半年滞在したホレツキー氏は、長年米国議会図書館スラプ部門の部長を

勤め、すぐれた書誌を次々と編集刊行して、アメリカにおけるこの分野の第 1人者であっ

た(このときは議会図書館を引退し、ジョージ・ワシントン大学の所属であった)。この度

の招鴨は、スラプ研のコレクション構築のための助言と協力を目的とするものであった。

彼は第2次大戦後アメリカに亡命したチェコ人で、スラプ系諸言語に堪能であると同時に、

書誌編纂の経験も豊かで、積極的にスラプ研の蔵書の弱点をカヴァーすべく協力を惜しま

れなかった。筆者も親しく交わる機会を得て、コレクションについていろいろのアドヴア

イスを受け、書誌作成等についても多くのことを学んだ。この半年は筆者にとってかけが

えのない有意義な楽しい日々であった(20)。

この頃になると予算の増大に伴い、図書業務も爆発的に増えて現状では処理しきれなく

なってきたので、事務補助員 1年間の採用を大学当局に依頼した。 1978年度に図書業務の

ために採用されたのは津田美喜子さんで、翌年その後を引き継いだ沼田清美さんは北大文

学部露文科の出身であった。彼女の子になる大量のマイクロフィルム、ブイツシュの検収

リストは、正確さと分かりやすさの点で類をみないほどみごとなものであり、今も保存さ

れて役立つているO 雇用期間はいずれも 1年に限られていたが、翌 1980年には例外的に再

び津田美喜子さんが事務補助員となった。彼女の後任者は北大露文出身者松崎初江さんで、

1981年度はスラプ研で事務補助員の 1年間の雇用が認められた最後の年となった。その後

は事務補助員ではなく、協議採用による半年間の雇用報告で雇われる臨時用人の形態が主

流となった。しかし北大内における事務官の定員削減・定員不補充がきびしさを増すにつ

れ、臨時用人の雇用も次第に難しくなり、雇用の人数なども厳しく制限された。半年間の

雇用期間は、多岐にわたるスラプ系言語の資料をとり扱う図書業務の場合、あまりにも短

か過ぎて効率が悪いので、一年の前半は雇用報告で、後半は科学研究費でつないで、全体

として通算 1年間の雇用を可能にする方法が長い間採用された。特に 1981(昭和56)年に概

算要求の「第 1次基本図書整備計画」が認められ、第 2次、第3次と継続されるに及んで、

未整理図書は累積する一方であった。この膨大な未整理図書の現状を打開するため本部と

の交渉の結果、 1992(平成4)年4月特別措置として臨時用人の 2年間採用が認められるこ

とになり、現在に至っているo ここで強調したいのは、スラプ研の図書業務はこれらの人

たちの協力によ-って辛うじて支えられているという実情であるO

1980 (昭和55)年の図書室のニュースは、ブロリダ大学の故レンセン教授 (GeorgeLen-

sen)の旧蔵書の購入であった。レンセン教授は 1979年度の当センターの外国人客員研究

員として来日が予定されていたが、 1979年 1月5日不慮、の交通事故で急逝された。その蔵

書がレンセン未亡人の好意によりスラプ研に受入れられたのは、くすしき因縁というべき
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かもしれない。同教授の専門は、 17世紀末より現代までの日露・日ソ関係であり、この分

野の世界的権威であった。コレクションの特色は、日露・日ソ関係、ソ連の極東政策、ソ

連の周辺地域の歴史・文化・外交関係に関するものが精選されたかたちでまとまっている

ことである。単行本(露文・欧文・和文からなり総数 2，500点、 3.200冊)のほかに、雑誌

類、文献のマイクロコピー、多数の手稿資料が含まれている。その中には遺稿の Balance01 

Intri旨ueの膨大なタイプ原稿などがそのままのかたちで残されている(21)。

この年の 5月にはハーヴァード大学ウクライナ研究所のグリムステッド女史 (P.K. 

Grimsted)がセンターを訪れ、「ソ連の文書館一ーその現状と西側研究者の受入れ」と題し

て講演会が開かれた。

同年7月、駐日ルーマニア大使ボグダン氏 (RaduBogdan)が北大を表敬訪問され、ス

ラプ研究センターにも立ち寄った。この時350冊余のルーマニアに関する図書が寄贈され、

それらの展示会が 7 月 24 日 ~26 日までの 3 日間附属図書館資料展示室で聞かれた0

1964(昭和:39)年にも 170冊余が寄贈されており、ルーマニア政府からの寄贈図書は、今回

の寄贈図書を加えると 500冊以上にのぼる。

この年の秋(1980 年 9 月 29 日 ~10 月 4 日)西ドイツのガルミッシュ=パルテンキルへ

ンで第2回ソ連・東欧研究世界会議が開かれ、スラプ研からは木村汎教授と筆者が出席し

た。この会議の特色の 1つに図書関係部会の併置があげられる。アメリカやヨーロッパで

は研究と資料の蓄積、相互サービスは一体となって動いていることを体験させられた会議

であった(2ヘ
同年 10月にはスラプ研究センターの増築工事が始まり、翌 1981年3月竣工した。当時

の法学部の 3階建ての上に 2階を増築し、スラプ研究センターは l階と 4・5階を使用し、

l階は事務・図書フロアー、 4階は会議室など、 5階は研究室として使用されることになっ

た。使用面積はいままでの 517平米から 3倍強の 1.655平米になった。図書室についてい

えば、新築ではないのでいろいろの制約があり、全体の面積は増えたが、利用上は多くの

問題が残された。参考室・雑誌室は独立し、これらの部屋は通常は施錠されているため、

使用に際してそのつど利用者が鍵を開けることになり、利用上の管理は全くの野放しと

なった。外国人研究員のなかには、鍵をポケットに入れたまま借用手続きもせずに雑誌や

新聞をもってエレヴェータで研究室に直行する人もおり、面白い記事があると資料を他の

人にたらい回しにして行方不明になることもあった。あちこち探しまわって最後に研究員

の本棚や長椅子の上で発見されることもあり、新聞・雑誌室の鍵の探索も珍しいことでは

なかった。この問題が解決されたのは、 14年後の 1994年のことである。

この年の秋には、特別設備費が配分され、科学研究経費、経常費合わせて 1980(昭和 55)

年度の図書購入費は 4，490万円にのぼった。

スラプ研究センターは、外見上は建物も増築され、国内外の研究者の交流や研究活動も

活発になったが、内情はそんなに豊かなものではなかった。この頃のスラプ研究センター

の受入れ図書冊数は、臨時の予算措置により、少しづっは改善され増加しつつあったとは

いえ、諸外国のスラプ研究機関のすぐれたコレクションとは比較にならなかった。

スラプ研ではこの現状を打開するために、 1981年の概算要求に「基本図書整備5カ年計

画J(昭和 56年'""60年)を申請することになった。この計画は、わが国のスラプ地域研究の
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発展に必要不可欠な基本資料を短期間で重点的に整備することを目指したものであるo ア

メリカにおけるスラプ地域研究の主導的な機関の 1つであるイリノイ大学ロシア・東欧研

究センター(1948年設立)をモデルとして、その 5分の lの規模を目標に計画がたてられ

た。 1980年当時イリノイ大学の蔵書数は約 55万冊、スラプ研の蔵書数は 46，000冊であっ

た。特に図書の要求資料の作成は、はじめての試みでもあり、法学部会計掛経由の本部の

指令は好余曲折があって困難を極めた。要求金額 1年間 3，000万円、 5年間総額 1億 5，000

万円にのぼる内訳に個々のタイトルと冊数と金額を記入することが求められた。この気違

いじみた作業は、スラプ研スタップ全員の昼夜わかたずの努力とナウカ書庖の協力もあっ

て、一応形式を整えて完成した。手稲山の向こうに広がる初夏の真っ赤な夕日にそまった

黄昏を見ながら、このむなしいような仕事に取り組んだ日々も今は懐しい思い出である。

1981 (昭和 56)年には、昨年の努力のかいあって「基本図書整備5カ年計画J(1981 ~ 1985) 

が承認され、実現の運びとなった。しかし要求額は全額ではなく、全体の約3分の 2にあ

たる年間 1，920万円、総額9，600万円であった。とはいえ図書費のやりくりに日夜明け暮

れていた筆者にとって、この予算決定のニュースは筆舌につくしがたい喜びであった。同

時に今まで長い間保留されていた高額の資料を計画的に発注することも可能になり、古書

市場のカタログの丹念なチェックも始まった。図書委員外川継男教授の名前でスラプ研の

運営委員、併任研究員に宛て、「一点 10万円から 100万円の範囲で購入希望資料の推薦J

を依頼した。主として学内の研究員から多くの推薦があり、入手可能なものから順次購入

することになった。

その後は「基本図書整備計画」によるこの予算が、スラプ研の図書購入費の大部分を占

めることになる。 1985年度の「第 1次基本図書整備計画」の終了とともに、幸いなことに

1986(昭和 61) 年には「基本図書整備 5 カ年計画」の追加として 3 年間の継続(1986~1988) 

が認められ、前回より少し減額されて年間 1.560万円、総額4.680万円の図書購入費が

1988(昭和 63)年まで配分された。この図書整備計画の終了とともに、「第2次基本図書整備

5ヵ年計画J(1989~ 1993)の申請がなされた。この計画では、年間 1，442万円、総額7，210

万円の資料購入費が承認された。このようにして 13年間にわたる図書整備計画は、雑誌・

新聞のパックナンバーをはじめ、歴史・文学・政治・経済・情報等の各分野の文献・資料

の欠落部分を補い、スラプ研究センターの基本図書の充実に大きな役割を果した。

しかし、 1989年末から始まった東欧地域の変革と、 1991年 12月のソ連邦の崩壊は、ス

ラブ地域研究の基礎資料の絶対数に飛躍的増大をもたらし、モデルとなったイリノイ大学

ロシア・東欧研究センターとの蔵書数の格差は、縮まるどころか拡大した。スラプ地域で

の大きな変動は、これまであまり重視されていなかった地域研究の必要性を増大させ、各

地域、各民族の言語資料の重要性が高まったのである。さらに 1990年6月には、センター

が「学内共同利用施設」から「全国共同利用施設」へ機構改組されて、新しい研究体制と、

それに基づく資料収集計画の見直しが必要になった。かくて「第3次基本図書整備計画J

(1994~ 1998)案でも、年間 3，000万円、 5年間で総額1億 5，000万円を要求したが、この

度の予算措置は、要求額の 4分の l強にとどまり、年間 800万円、総額4，000万円の小規

模なものであった。

1982 (昭和 57)年には、 2回にわたってチェコスロヴァキア大使館から図書が寄贈され
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た。第1回は同年1月 (53冊)、第2回は同年5月(パンフレツト含む欧文 44冊、和文6

冊)で、主として英語で書かれたチェコスロヴァキアの歴史、経済、国家体制、文化、言

語、教育に関するものであった。チェコスロヴァキア社会主義共和国の新しいプロフィー

ルの紹介を目的としたものである。

同年6月伊東センター長により「ソ連・東欧研究所構想」が打ち出された。これはスラ

プ研の長期にわたる将来構想、である O

同年附属岡書館に、ソ連の対外関係に関する故エプシュタイン教授 (FritzT. Epstein) 

の旧蔵書 (FritzT. Epstein Collection on the Foreign Relations of the Soviet Union) 

が受入れられた。これは当センターの購入希望で、昭和57年度全国共同利用外国図書購入

費により購入されたものである。

1983(昭和 58)年には、故清水威久氏 (1904-----1981)の旧蔵書の一部が、日ソ図書の斎藤

右司氏の紹介により、御遺族清水禎一氏と古閑雪氏の好意でセンターに寄贈された(2九同

氏はソ連の対日関係の専門家であるが、外務省在職中ポーランドで収集したポーランド関

係図書81点 125冊を含むものである。この中にはポーランド『官報.!l(Dziennik Ustaw， 

1944-1962)が製本されて収められている。同氏のソ連関係の多くの図書は「清水文庫J と

して外務省に寄贈されている。

この年の春に長い間嘱望されていた英文紀要ActaSlavica laponicaの第 1号が刊行さ

れた。この号には、筆者のわが国におけるスラブ関係資料の現状を紹介した“MajorRus-

sian/Slavic Collections in J apan"が掲載された(判。同年9月米国カリフォルニア大学

(パークレー)図書館のカシネッツ氏 (EdwardKasinec) (現在ニューヨーク市立図書館ス

ラプ部門部長)を招き、「西側のスラプ関係蔵書一一一書誌学者の見解J と題して講演会が

聞かれた。

1984 (昭和59)年の図書関係の大きな出来事の一つにベルンシュタイン・コレクションの

購入(23)があった。これはロシア亡命ジャーナリスト、ベルンシュタイン (LeonB. Bern-

stein)が60年の歳月をかけて収集したロシア革命運動に関する膨大なコレクション(数量

は5，000点をこえている)であるo そこには主要な革命組織の基本文献から原史料にちか

いもの、さらにいままであまり研究されていなかった小さな革命組織の資料なども揃って

おり、モスクワのマルクス・レーニン主義研究所、アメリカのブーヴァー研究所、アムス

テルダムの社会運動史研究所にもない資料も含まれているo ベルンシュタインが、ナチ占

領下のパリにいたということもあってパリへ亡命した社会主義者や組織の蔵書・資料類、

ノ¥-ヴェル・アクセリロードの蔵書、ポリス・クリチェアスキーの蔵書、グリゴリー・ア

レクシンスキーの蔵書、及びプンド、ロシア社会民主党外国本部、エスエル党のアルヒー

プなどの一部も含まれているo 特筆すべきことは、ロシア革命に関する資料のみでなく、

ソ連の歴史と文化に関する基本的なもの、歴史の古典、フランス語で書かれたソ連論、そ

の他いろいろの革命組織の機関紙やパンフレツト類なども集められていることであるo

このコレクションについては、コロンピア大学のベシェンコブスキー教授 (EugenBe-

shenkovsky)によってカタログが作成されており、それには同氏の詳細な紹介文が付け加

えられている。コレクションは最初にベルンシュタインがシカゴのニューペリー図書館に

売却し、さらにニューヨークのハンターカレッジに移され、限られた関係者以外には知ら
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れていなかったものである。このようにすぐれたコレクションが文部省の「全国共同利用

図書購入費」で北大の附属図書館に受入れられたことは、画期的なことであった。

コレクションの購入に際しは、センターでも研究員が一致してそれなりの努力をしたこ

とを記しておきたいと思う。この年の 4月半ば、例年の文部省の「大型コレクション購入」

の申請の時期にあたって、ナウカ書庄がもたらした情報の中に「ベルンシュタイン・コレ

クション」があった。カタログの序文を読んで、筆者は是非とも購入申請をしたいと思い、

図書委員の木村教授に相談した。文部省の「大型コレクションJ の購入手続きは難しい。

第一の問題点は、年度内に申請した現物が納入されるかどうかということである。申請の

段階では予算がつくかどうか未定であるが、最初から国内の業者がなんらかの形で前もっ

てコレクションを確保する手段を講じる必要がある。これは大きな賭である。しかし予算

がついた時に現物がないということは許されない。古書市場は流動的で、早いものがちの

世界である。したがってこの高額なコレクションの購入に手を貸してくれる書屈を探して

事前交渉をする必要があった。木村教授を中心に関係研究員を囲んで相談し、外国の古書

購入の取り扱いに慣れている在京の書屈を招いて対応の方法を話し合った。この度スラプ

研の勝手な希望を受入れてくれる書庖に出会ったことは幸いであった。他方ニューヨーク

に滞在していた長谷川研究員にコレクションの内容の真偽を確かめる調査を依頼したとこ

ろ、非常にすぐれたコレクションで、状態もよいとの情報がとどき、一同ホッとしたこと

を憶えている O 高額なコレクション購入にあたっては、購入を希望する側の熱意は勿論の

こと、それを取り扱う書庖や関係当局などの理解と協力が不可欠であることをしみじみ感

じさせられた次第である。

この年の図書室のもう一つのニュースは、前年秋 (1983)の附属図書館の増築工事完成

に伴い、スラプ研の蔵書が附属図書館書庫3層から、増築部分の西書庫2層に移転したこ

とである。この部分は通路を含めて 348平米あり、約 62.000冊の図書の収納が可能となっ

た。しかしこのスペースが増加する受入れ図書によって一杯になるのもそう遠い日のこと

ではなかった。

1985 (昭和60)年からその年度に新しく購入が決定した雑誌・新聞を、『センターニュー

ス』の「図書室だより J欄で、く新顔の購入雑誌>と題して紹介することになり、『センター

ニュースJJ 22号 (1985年、 7月)が初登場となった。

同年関西の実業家鈴川正久氏の好意により、 2.000万円が寄付され、「鈴川研究奨励基金J

が設置された。この基金によって、その後毎年国内のすぐれた若い研究者がスラプ研に招

かれ、短期間研究に従事することになった。第 1回の研究生の応募は 1987年である。

第3回ソ連・東欧研究世界会議が、 10月30日から 11月4日までワシントンで聞かれた。

スラプ研からは木村、伊東、長谷川、望月、松田、兼任の木戸、和田の各氏及び、筆者の

8名が参加した。図書関係部会では、松田氏と筆者の 2人がそれぞれ「わが国におけるス

ラプ・東欧研究の書誌計量分析」及び 11980年以降のスラプ研究センターの図書室」と題

して報告をおこなったはへその後ヴァージニア大学で「国際図書交換会議」が聞かれ、こ

こではヨーロッパ・アメリカ・カナダなどの代表的な図書館から集まった 34人のライプラ

リアンによって、それぞれ自館の国際図書交換の現状と問題点について短い報告がなされ

た。筆者もスラプ研究センターの貧しい現状を報告することになった(2ヘ2つの国際会議
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が終わって、筆者はアメリカ国務省の招待で約3週間、すぐれたスラプ関係コレクション

を所蔵する図書館めぐりの旅をした。この旅行は生涯においてもっとも印象的なものと

なった(27)。

1986(昭和61)年5月には大塚恵理助手が情報資料部に新しく採用され、図書業務を分担

することになった。彼女はアメリカのイリノイ大学大学院修士課程修了で、これからの活

躍が期待された。

この年は附属図書館で図書業務の電算化が始まり、今後全ての図書情報はコンビュータ

に入力され、文部省の学術情報センターの管理下におかれることになった。従来のローカ

ルな自館の図書カード様式は廃止され、図書情報の入力も検索もすべてコンビュータによ

ることになった。この 1年はコンビュータの講習にあけくれた。翌年には現代ロシア語字

母の直接入力システムが、附属図書館学術情報課の山田課長の努力によって、わが国で初

めて開発された(28)。

図書業務の電算化により、図書館の利用の仕方も少し変わった。北大の図書館を利用す

るすべての教職員に図書利用票が発行され、図書利用票の ID番号により、書庫内にある図

書のうち、書誌データがコンビュータに入力され、本に OCRラベルの貼つであるものは、

ハンド・スキャナーでなぞるだけで借用手続きが完了することになった。

1987(昭和62)年4月には、田畑研究員によって 1940年以降の年次データを収録したソ

連経済統計データベース (SESS)が公開され、全国国立大学ネットワークに提供された。

わが国におけるスラプ研究の立ち遅れをとりもどすために、「スラプ研究の推進方法検討

会J(文部省科学研究費総合B)が、 1987年7月18日(札幌)、ついで同年 10月21日(東

京)、翌年 1月29日(札幌)の3回にわたって聞かれた。 1回目の検討会で、資料情報体

制については、田畑研究員、松田氏、筆者がそれぞれ報告した。第2回の東京検討会は、

長谷川研究員のディスカッション・ペーパーに基づいて、わが国におけるスラプ研究の抱

える問題とその解決策について討議された。ここでは 2つのアピールが採択された(29)。そ

の一つは「スラプ地域雑誌センター設立に関する要望書」であった。これはスラプ地域の

人文・社会系の定期刊行物の系統的な収集と利用サービスを目的とするものであった。当

時すでに社会科学系雑誌センターが一橋大学に、人文科学系雑誌センターが神戸大学に設

置されていたが、スラプ諸国の定期刊行物については多くの問題が残されていた。これら

の問題点を是正するためにイスラム地域、スラプ地域といった文化的にまとまりのある地

域ごとにサプセンターを設けるべきであることが提唱されたわけだが、残念ながらこの提

言は文部省の認めるところとはならなかった。

しかしもう一つの「日ソ文化交流協定に基づく国費交換留学生制度に関する要望書」の

ほうは認められて、交換制度は有効に機能し、ソ連邦崩壊の 1991年まで続いた。

この年の夏には初めての鈴川基金奨励研究員 8人を迎えた。受入れ側の図書室にも不十

分なことが多々あったが、全国から若い研究員を迎えて多忙ながら熱気あふれる夏であっ

た。鈴川研究員はスラプ研を去るに際して、この制度による研究成果・意見・要望・感想、

などを落書帳に記すことになっているが、「センターへの要望」の中には率直な意見が相次

ぎ、「帝政末期の研究に必要な資料の欠如」などの厳しい意見もだされた。これらの指摘は

筆者にあらためてコレクション全体の不備を見直す機会を与えてくれた。落書帳の記入は、
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第 1回 (1987)鈴川奨励研究員から 1994年の夏まで継続されており、さまざまな意見から

研究員気質の変遷も瞥見できて興味ぶかい。鈴川基金で来札した研究員のことで嬉しいこ

とが二つある。一つは再びスラプ研を訪れてくれること、もう一つは業績としての著書や

論文発表のニュースを聞くことである。第 l・2回生達はもうすでに社会的に活躍し、多

くの業績をあげているが、それらが図書室に寄贈された時の喜びは大きし」寄贈された著

書を見る度に、共に過ごした暑かった夏、肌寒かった夏、山のようなコピーの話などがい

ろいろ懐かしく思い出される。

1988 (昭和63)年3月、『外国雑誌目録(1953-1988)~ (スラプ研究センター所蔵)が刊行

された。欧文雑誌、319点、露文雑誌、337点、計656点を含むA4版 71ページの小冊子であ

る。附属図書館が初めてコンビュータによって編集した『北海道大学雑誌総合目録(外国

雑誌編)~ (昭和 63年版)の書誌データの中から、スラブ研究センタ一所蔵の書誌データの

みを打ち出し、それらを補足、訂正して作成したものである。 3月末には、 1987(昭和62)

年度の全国共同利用外国図書購入費で、ゲルシンスキ文庫 (theHenryk Gierszynski C01-

lection)およそ 2，500点が附属図書館に受入れられた。これは 1830------1918年のポーランド

の独立運動、社会主義運動についての原資料で、ポーランド近・現代史研究にとって必須

の資料である。

ロシア科学アカデミー図書館 (BAN)が 1988年2月15日に火災にあったというニュー

スが、 3月27日付けの『モスクワ・ニュース』に掲載された。この図書館は、 1714年ピョー

トル 1世がモスクワやバルト沿岸地方から図書資料をあつめて作った文庫が、 1724年ペテ

ルプルグの科学アカデミー設立とともにその附属の図書館となったもので、約280年の歴

史を有している。今回の火災で貴重な資料が甚大な被害を蒙ったことは、大変残念で惜し

まれることであった(30)。

この年の 3月に、仕事にもスラプ研にも慣れた大塚恵理助手が、残念ながら 2年間で退

職することになり、同年4月その後任に津田塾大学学芸学部国際関係学科卒業の小竹史緒

助手が採用された。彼女は結婚のために翌3月末退職した。後任は同大学出身者の杉浦和

子助手であったが、彼女も僅か 1年で一身上の都合のため 1990年3月退職することになっ

た。

3 .全国共同利用センターの時代 (1990年以後)

1990 (平成 2)年6月、 12年間続いた「学内共同教育研究施設スラプ研究センター」は「全

国共同利用施設スラプ研究センター」に改組された。この改組により、教授定員 2名、助

手定員 1名、客員研究員 2名の増員が認められた。この度の定員増は情報資料部の充実に

もつながり、情報資料部は講師 1、助手 2の3名構成となり、新しく野原美香助手を迎え

て出版・広報活動は完全に独立することになった。一方図書室は純粋に図書業務に従事す

る事務官定員 1名(佐々木光子)と教官定員 1名(筆者)との 2名で運営されることになっ

た。この大きな変化はスラプ研創立の 1953年から数えてお年目のことである。筆者はこ

の時事務官から情報資料部の教官ポストに移行し、引き続き図書業務全体の管理を担当す

ることになった。
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1990年の改組は予算上も大きな変化をもたらした。図書の受入れ冊数も飛躍的に増大し

た。この年度の受入れ数は 3，941冊(洋書3，711冊、和書230冊)、マイクロフィルム 309

タイトル、 1，480リール、マイクロブイツシュ112タイトル、 2.690シートであるo

同年7月英国のハローゲイトで第4回ソ連・東欧研究世界会議が聞かれた。この度はわ

が国の研究者も多数参加した。この会議に先だ、ってケンブリッジ大学で第 3回国際スラ

ヴィック・ライブラリアン会議(ISLC) (1990年7月 18日'"'-'7月21日)が聞かれた。筆

者も後者の会議に出席するとともに、終了後ハローゲイトの会議に合流した(31)。

1991 (平成 3)年の図書室のニュースは、 216タイトルの新聞・雑誌を新規に発注したこと

である(32)。内訳は次の通りである。アルパニア 5点、ブルガリア 7点、チェコスロヴァキ

ア14点、ハンガリー18点、ポーランド 12点、ルーマニア 22点、ソ連邦 97点、ユーゴス

ラヴィア 20点、ピザンチン関係 3点、その他 18点。すでに述べたように、 1987年に提言

された「スラプ地域雑誌センター設立」の夢はすでに潰えたが、今回の膨大な発注の背後

にあるものは、わが国におけるこの分野の現状を少しでも改善すべく、スラプ地域の雑誌

センターの核になることを目指した計画である。タイトル選択に際しては、一応各専門家

の意見を聞くなどこの段階で必要なことはしていたが、相次ぐ東欧の変革、ソ連邦の崩壊

などにより、大きな見直しが求められている。特に 1991年 12月のソ連邦の崩壊は、ロシ

ア革命以来継続してきた多くの新聞雑誌の名称変更を余儀なくした。さらにこの機会に廃

刊となったものも数多い(3九

ベオグラード文学・芸術研究所のペトロブ研究員 (AleksandarPetrov、1990年外国人

研究員)の推薦で発注したユーゴスラヴィア関係の図書が、一年をへた 1991(平成 3)年の

春に多数入荷した。それらは 19世紀中葉以降のユーゴスラヴィア地域の逐次刊行物 31点

と単行本のセットもの 4点で、総冊数594冊にのぼる。これらの中には Brastvo(Beograd， 

1887-194l)や、 Ljubljanskizbon (Ljubljana， 1881-1941)のように 19世紀後半から 20世

紀前半にかけて出版された主要な雑誌が、完全なかたちで含まれている。国内ではみるこ

との出来ない貴重なコレクションである(34)。

さらに米国国立文書館の国務省文書のマイクロフィルムを購入したのもこの年のことで

あった。これはロシア・ソ連邦関係公文書 (692リール)と東ヨーロツパ関係文書 (740リー

ル)に大別され、さらに関連資料(オーストリア・ハンガリーとオーストリアの圏内事情・

対外関係 1910-1929年、 76リール)を含む総数 1，508リールの膨大な資料集である。

11月に畑山擁夫氏(1947年北大医学部卒業、医師)からチェコ語の図書36冊が寄贈さ

れた。畑山氏は国際会議に出席のためプラハに行き、チェコが大変気に入り、チェコ語の

勉強を始められたとのことである(3九

ロシア革命からソ連邦の崩壊までの長い問、深いヴェールに包まれていたソ連邦共産党

の文書が、マイクロフィルム化されて販売されるというニュースが世界中に流れたのは、

1992 (平成 4)年 1月のことであった。共同通信社の提供でわが国の新聞各紙にも掲載され、

5月には『モスクワ・ニュース』にも取り上げられた。『モスクワ・ニュース』のレポート

は、共産党文書の売却をめぐってロシア内にも異論のあることを伝えた興味深い記事であ

る(問。文書の公開をめぐるいろいろの議論とは関係なく、この膨大な文書はマイクロ版と

してすでに刊行が開始された。目録 (TheOpisi series) と文書本体 (TheDela series) 
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に大別され、全部でおよそ 5.000リールに及び、全部まとめて購入すれば総額7.000万円

前後になる見込み(数量を多く買うことにより安くなる仕組み)である。しかしこれらリー

ル数と金額についての情報はまだ流動的である。いずれにせよ膨大な金額に対する予算措

置は頭の痛い問題である。

1992 (平成 4)年4月には図書室の佐々木光子事務官が教養部図書館に転出し、桜洋子事

務官が転入して今日に至っている。

同年7月、文献社をとおしてドイツのクーポン・ザグナーから KO.MCO.MO.llbCKaflnp仰向

(1948-1993)、刀O.llUmUKa(1926-1993)、Pa60切 flza3ema(1963-1990)、lVepszabadsag(1953

-1990)、Sunteia凶devarul)(1954-1989)、ZycieWarszawy (1952-1990)の6タイトル

1.012冊にのぼる新聞のパックナンバーをオリジナルで購入した。これらのうち Pa60切刃

za3emaとSClnteiaをのぞく 4タイトルは、現在購入中のパックナンバーの欠号部分を埋

めるものである。新聞のパックナンバーとしては比較的欠号が少なく、状態のよいのもこ

のコレクションの特色である。

1992年度末から 1993年度にかけて、英国外務省が所蔵していたロシア関係図書の一部

を購入した。このコレクションは英語を主とした欧文図書とロシア語図書からなっている。

前者は 230冊で、英国外務省がロシアの歴史・文化を知るために集めたと思われる精選さ

れたものである。後者のロシア語図書は 4.500タイトルのタイトル・ページのコピーの中

から、ジュークス研究員 (GeoffreyJ ukes、1992年度外国人研究員)に選択を依頼し、重

要性の度合いによりA.B. C. D.に分類して、その中から 761冊を受入れた。これら

は主としてロシアの外交・極東政策に関するものである。

アルパータ大学のモジエイコ教授 (EdwardMozejko、1991年度外国人研究員)による

東欧の主要文学者 340選リストが作成されたのは、 1991年秋から翌年の冬にかけてのこと

であったが(37)、はからずも 1993年 1月末にはチェコ文学コレクション 883点を購入する

機会を得た。望外の喜びであった。今世紀前半の詩作品を中心としたもので、チェコ文学

史上重要な作家の作品をある程度系統的に集めたものである O このコレクションについて

は北大言語文化部の橋本聡助教授が、「詩による 20世紀チェコ文化の解読(新着図書紹介)J

と題して、丁寧な紹介文を書かれている(問。

1993 (平成 5)年 3月、ニュージャージー州立大学のズナイエンコ教授 (Myroslava

T omorug Znayenko、1992年度外国人研究員ルドン教授夫人)からウクライナ関係図書9

冊が寄贈された。それらはウクライナの文学者V.ヴィニチェンコ (Volodymyr

Vynnychenko)の作品と彼をめぐる評論など5冊、ウクライナ文学に関するもの 2冊とウ

クライナ史研究資料2冊である。

同年 10月には、ウクライナのキエブでウクライナ科学アカデミー図書館創立 75周年記

念国際会議が聞かれた。筆者もそこへ招かれ、ウクライナ科学アカデミー図書館を見る機

会を与えられた(3九 11月にはハワイで環太平洋地域(ロシア極東を含む)のスラヴィック・

ライブラリアンの会議が聞かれ、引き続き第 25回AAASS年次総会が行なわれた。ここで

出会ったロシア極東地域のライブラリアン達との交流によって新しい国際図書交換のきっ

かけが生まれた(40)。

同年 12月には『北大におけるロシア関係資料一一個人コレクションとロシア語マイクロ
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資料』が英文で出版された。これは北大における貴重なスラプ関係個人コレクションにつ

いての紹介と、マイクロフィルム・ブイツシュのかたちで所蔵されているロシア語の新聞・

雑誌の目録を含むものである(41)。

1994(平成 6)年の年度末も迫った 3月、待ち望まれていたスタンフォード大学ブー

ヴァー研究所所蔵の B.I.ニコラエアスキー・コレクションのマイクロ版を購入した。この

コレクションはポリス・ニコラエブスキーによって収集された世界的に有名なロシア革命

史研究文書集である。全体は 11ユニットに分れているが、 1993年度にはユニット 1'"'--'7の

250リールのみが受入れられた(42)。春には安藤厚、浦井康男、望月哲男の諸氏がコンビュー

タで編集した『ドストエアスキー『罪と罰』コンコーダンス』が刊行された(43)。『罪と罰』

のロシア語テキストの語葉索引で、世界でも例をみないものとして高く評価されているo

原教授の提案で『スラプ研究センターニュース』に寄贈受入れ図書リストを掲載するこ

とになり、 57号 (April1994)から掲載を始めることになったo

この年の受入れ資料のうち特筆すべきものに、旧ソ連邦20万分の lの地勢図の購入があ

る。これはソ連閣僚会議測地・地図製作本部発行のもので、従来は軍事目的及び政府のた

めの利用に限定されて門外不出であったが、最近になって漸く公開されたものである。こ

の地図は、日本の国土地理院の地形図と同様、経度6度幅ごとに中央経線を設定するユニ

バーサル横メルカトル (UTM)図法で描かれている。 1956年から 1991年までに測量・調

査された旧ソ連全土の陸地部分が網羅されている。総枚数 4.472枚といわれているが、さ

らに国境線・海岸線に含まれている部分間枚が追加されている。 1枚の地図紙面のサイズ

は、縦 46cm、横50cm、地図そのもののサイズは縦 38cm、横 47cmの6色刷りの地勢図

であるD センターにおける地図の整備は非常に遅れており、 1993年度の概算要求による民

族環境部門の増設で、整備の必要が高まっていたので、 20万分の lの旧ソ連邦全図のはじ

めての発売の機会にめぐりあえて幸いであった。

1995 (平成 7)年度から重点領域研究「スラプ・ユーラシアの変動」が始まることになり、

すでに予備調査のための科学研究費総合研究Bの交付が決定し準備は着々と進んでいる。

このプロジェクトはスラプ研内外の研究員が多数参加する大規模なもので、 3年継続の予

定であるが、図書室にもよい影響をもたらすに違いないと信じているO

最後にこの 40年間を振り返ってみると、スラプ研究センターにおける機構の変革、研究

機能の充実、予算の増加、岡書資料の整備、建物の拡張などのめざましい発展の陰にかく

れて、あまり変化しなかったものは事務機構である。創立以来の事務定員 2名が正式に 3

名になったのは 1990年6月のことであるoセンターの予算の大半は研究のための図書費に

支出され、定期刊行物の受入れ、受入れ図書のコンビュータ入力、国内外の研究者や研究

機関から寄せられる文献その他の情報についての照会、国際交換業務も日常的であるが、

予算や受入れ図書の飛躍的増加のほかに輯鞍する事務量の増大にも拘らず、図書の事務定

員は僅か 1名である。

4 .蔵書の特徴

スラプ研の資料収集活動は、 1953(昭和 28)年の設立とともに始まった。旧ソ連の出版物
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がナウカ書庖を通じて輸入されはじめたのも 1952年以降のことである o40年後の 1994年

5月1日現在の蔵書数は、単行本74，819冊(洋書69，913冊、和書4，906冊)、マイクロフィ

ルム 16，514タイトル、 6，216リール、マイクロブイシュ5，452タイトル、 110，826シートで

ある。

これらの数字は、長い歴史を持つ欧米のスラプ研究機関の図書館の蔵書数とは比較にな

らないが、スラプ研のコレクションの特色は基本的な文献が精選されていることであるo

収集の対象は、人文・社会科学に限られているが、旧ソ連を中心として広く東欧諸国の歴史・

文学・政治・経済・国際関係等の分野に及んでいる。特にその特色は定期刊行物と参考図書に

反映されている o 1979 (昭和 54)年秋、外国人研究員としてスラプ研に招いた元アメリカ議

会図書館・スラプ部門部長ホレツキー博士(Paul1. Horecky)から、「規模は小さいが、

精選されたバランスのとれたよいコレクションであるJ とのおほめの言葉を頂いた。しか

しながらスラプ研の創立年が示すように、そのコレクションの大部分は 1953年以降の出版

物で占められている。その過半数はロシア語文献であるが、第2次大戦以前のものは少な

く、ロシア革命以前のオリジ、ナルの出版物は非常に限られている。しかし最近では個人コ

レクションの購入やマイクロ資料の充実により、この欠陥も急速に補われ始めている。

スラプ研の蔵書は、上記の蔵書数が示すように、図書とマイクロフィルム、ブイシュの

2種類から構成されており、マイクロ資料の割合が非常に高いことも特徴の一つである。

第2次大戦以前の出版物をオリジナルで購入することは難しいが、最近はアメリカ及び西

側の書庖から送られてくるマイクロ資料の情報が豊富で、それらを受入れることにより古

い文献の補充がなされている。

1953年にスラブρ研が受入れた最初のマイクロブイルムは HcmηlO伊Ipl似11収FκC

一-52，56-94心)、 HcmOpU'ieCKUUJlCypHω(vols. 1-6)、KpαCHblUapXU8 (vols. 1-106)などで

あった。それ以後受入れたマイクロ資料のうち、主なコレクションには次のようなものが

ある。

0'18世紀ロシア出版物集成J(18th Century Russian Publications/CBO)lHbll1 KaTaJlOr 

pyCCKOI1 KHHrI1 rpa)/{)laHCKOI1 ne4aTH XVIII BeKa 1725-1800. 1978-1990， 1994 

Microfilm. 4，730 titles， 819 reels) (しばらくの問刊行が中断されていたが、 1994

年 12月から再開されることになった)。

『日本関係書誌J(6H6JlHOrpa中間見nOHHH，1734-1917， 1917-1958. 1978. Microfilm. 14，149 

titles， 726 reels) 

『ソヴェト伝記資料集成J(The Soviet Biographic Archive， 1954-1985. 1986. Micro-

fiche. 2，812 sheets) 

『ロシアの歴史と文イ七J(Russian History and Culture. 1978-1988， 1989- . Microfiche. 

2，146 titles， approx. 8，000 sheets) (現在受入れ継続中)

『ロシア革命文献集J(ハーバード大学・ホ一トン図書館所蔵) (Russian Revolutionary 

Literature. 1978. Microfilm. 1，168 titles， 47 reels) 

『ロシア革命パンフレツト集成J(LSE附属英国政治・経済学図書館所蔵)(Russian Revo-

lutionary Pamphlets， 1860-1923. Microfiche. 243 titles， 329 sheets) 

『シベリア出版物資料集 1917~ 1924J (Siberian Press Materials. Microfiche. 121 
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tit1es， 335 sheets) 

『ロシアの政党に関する出版物.0 (Russian Political Parties in the Late 19th and Early 

20th Century. Microfiche. 240 tit1es， 596 sheets) 

『ゼムストヴォ(地方自治会)統計資料集成.0(Zemstvo Publications. Collection of the 

Statistical Publications of the Zemstvo， 1870-1917. 1970-1991. Microfiche. 151 

tit1es， 8，312 sheets) 

r国勢調査資料.0(Census Survey MateriaI) 

第 1回(1897)ロシア帝国国勢調査 (nepBaHBceo6山制nepenHCbHaCeJIeH附 POCCHHC-

KOH HMnepHH， 1897 r. TOM 1-89， 1899-1905. Microfiche. 855 sheets) 

1926年全ソ連邦国勢調査及びその目録 (Bceco的3Ha兄nepenHCbHaCeJIeHH兄1926rOJla. 

TOM 1-56. 1928-1935. Microfilm. 29 reels. KpaTKHe CBOJlKH. BbIn. 1-10， 1927-1929. 2 

reels) 

rロシア革命期新聞集成.0 (N ewspapers from the Russian Revolutionary Era. Micro-

film. 51 titles， 458 reels) 

『ポリス・ニコラエアスキー・コレクション.0 (The Boris Nicolaevsky Collection in the 

Archives of the Hoover Institution on War， Revolution， and Peace.く受入れ分〉

224 series， 290 boxes， 250 reels) 

帝政ロシア・臨時政府・ソ連・ソヴェト共和国の議会・行政府議事録等

ロシア国家評議会議事録(第 1会期~第 13会期、 1906-1917.Microfilm， 9 reels) 

や、ロシア閣僚会議臨時議事要録(1906-1917.Microfilm， 30 reels)など貴重な資

料が合まれているo

定期刊行物

定期刊行物収集の特色の一つは、種類数は多くはないが、タイトルが精選されているこ

とである。

1994年5月1日現在の定期刊行物の受入れタイトル数は和雑誌33点(購入9点、寄贈 24

点)、洋雑誌380点(購入 308点、寄贈 72点)、外国の新聞 93点(購入85点、寄贈 8点)

である。

19世紀中葉から革命までに出版されたロシアの主要な定期刊行物 BecmHUK Esponbl、

PYCCKαfl .MblCAb， PyccKafl cmαr，pUHα、PYCCKul1α:pXUs、PYCCKoe6ozamcmso、ザmeHUfl

s J1.MnepamOpCKO.M o614ecmse ucmopuu U dpesHocmel1 poccul1CKuXなどはほとんどオリ

ジナルで揃っているo そのほか、ユーゴスラヴィアの 19世紀中葉から 20世紀前半の雑誌

もかなり揃っている

1990年全国共同利用センターへの改組を機会に、スラプ研図書室では収書方針の一つの

柱として新聞を含む定期刊行物の組織的な収集を掲げた。 1991年には、前記のように 216

タイトルの定期刊行物が新規に発注されたが、それらについてはいろいろの問題も含まれ

ている。しかし従来の欠落部分を補う意味でのパックナンバーの購入計画はマイクロ形態

で着実に進行している。西側では完全な形で入手困難だった新聞類も、マイクロフィルム

やフイツシュで入手することも可能となった。しかし当然のことながらそれらのタイトル
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は限られている。出版される定期刊行物の新タイトル数は着実に増加するが、予算はそれ

に応じて増えるわけではないので、明確な基本方針と未来像が求められることになる。さ

らに定期刊行物は購入受入れ後にも、製本またはマイクロ化などの将来にわたる利用の問

題、それに伴う予算とスペースの問題などが提起されている O このことは単にスラプ研の

みならず、すべての図書館に共通する課題でもある。

参考図書

1994年6月、図書室の全面改造とともに参考室は広いスペースとなり、今まで1つの部

屋に集中していた資料はロシア関係資料、東欧関係資料および語学辞書の 3つにわけで、

それぞれ独立した。総冊数は約4.500冊で、ロシア関係のものが全体の半分を占めている。

東欧については、チェコスロヴァキア、ポーランド、ルーマニア、ユーゴスラヴィアなど

それぞれ国毎に分れているO

参考室には旧ソ連邦・東欧諸国・バルカン諸国の百科事典及び各国語辞典、主題辞典、

各国書誌、主題書誌等が比較的よく揃っていることも蔵書の特色の一つである。ロシアの

百科事典では、『ブロックハウス・エプロン百科』、『ブロックハウス新百科』、『グラナート

大百科』、『ソビエト大百科j)(初版から第3版まで)、その他数セットの小百科、各共和国の

百科事典がある。言語辞典は豊富で、創立期から集められており、ロシア語は勿論、教会

スラプ語、諸共和国、自治共和国の言語辞典も揃っている。

歴史の浅いスラプ研の書架で異彩をはなっているものとしてチェコスロヴァキアのオツ

トー大百科 (Ottftvslo間続仰ueny，tom 1 -28 & Dodatky， tom 1 -6. Praha， 1888-1909， 

1930-1943)がある。ポーランド図説大百科辞典 (Wielkailustrowana enりcklopediapow-

szechna， tom 1-22. Krakow， 1923-38)、古ポーランド語辞典、文化・歴史に関する書誌類、

ポーランド人名辞典 (Polskislownik biograficzny， tom 1-31. Wroclaw &c.， 1935-1989.現

在刊行中)などポーランドに関するものは比較的揃っているが、これは伊東孝之研究員の

協力に負うところが多い。

ここ数年のソ連邦の解体、それにともなう諸共和国の独立、ユーゴスラヴィアの分裂、

チェコとスロヴアキアの独立などに伴う各国毎の参考図書の整備は、今後の大きな課題で

ある。

スラプ研の図書室は、これまで地味な努力と周囲の協力によって発展してきたが、コン

ビュータ時代を迎え、図書の利用・検索・保存の方法なども次第に変わりつつあり、筆者

はその未来を予測することは出来なし」北大でも従来の図書カードの作成が中止され、コ

ンピュータに書誌データが入力され、検索されるようになって間もなく 10年を迎えようと

している。今後は文献目録や百科辞典も CDROMで刊行され、コンビュータによる検索が

普通のことになるかもしれない。そして文献情報の入手は世界中を結んだコンビュータ・

ネットワークによって一層容易になると思われる。とはいえスラプ研の図書コレクション

の価値はそのことによって減じるものではなく、ますます高まるのではないだろうか。

終わりに、この小文を書くに際してご協力いただいた鳥山先生はじめ、多くの方々に摩

くお礼を申し上げます。
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主

* 'スラヴ研究室」、「スラヴ研究所J、「スラブキ研究施設J 'スラプ研究センター」等に用
いられている「スラプコの表記には、上記のようにくスラヴ〉とくスラプ〉の二通り

がある。現在活字で残されているくスラヴ〉の表記は、木村彰一教授の文部省科学研

究費機関研究報告の中のく北海道大学スラヴ研究所〉、紀要『スラヴ研究』、設立当時

作成されたと思われるゴム印2点く主主史研究所〉及び図書の基礎カードに印刷され

たくスラヴ研究室〉の 4点であるo このゴム印は設立当初に受入れた図書にはすべて

押されている。『北梅道大学一覧』昭和28"-'31年版、 32年版にはすべてくスラブ〉と

記されている O 手もとにある資料から、両者二通りの使用を、現実に即して正確に使

い分けることは難しいので、ここでは引用の記述はそのままにし、その他はわかる範

囲でのみ区別し、のこりのものは全て「スラプ」に統ーした。

1 '法学部附属スラヴ研究所」から「法学部附属スラヴ研究室J になった時期はさだかで

はない。調べてみたがそのころの記録は筆者のまわりには残されていない。『北海道大

学創基八十年史』によると、スラプ研については、 290頁に簡単な紹介と、沿革年表に

'1953年6月24日スラプ研究室規定を制定する」と'1955年 7月1日スラプ研究室は、

法学部附属スラプ研究所となる」の 2項目が記されているだけであるo このことにつ

いて鳥山先生(スラヴ研究室創立以来スラプ研の研究員であり、スラプ研究施設長を

歴任)に伺ったところ、先生の人事記録の写しをみせて下さった。それには「昭和31

年2月1日北海道大学法学部附属スラプ研究室主任事務取扱いを命ずる(発令者=文

部省)。同 2月1日スラプ研究室規定の 1部改正により研究所員は、研究室研究員とな

る。(発令欄は空白)Jと記されている。『研究所総覧』によると「昭和 28年6月24日

学内措置によりスラプ研究室を設置。昭和 30年 7月1日国立学校設置法施行規則の 1

部改正により、法学部附属スラプ研究施設を設置。昭和田年4月1日国立学校設置法

施行規則の 1部改正により、スラプ研究センターに転換」と記されている。この記述

と鳥山先生の人事記録の写しとはずれがあるように思われる。筆者は、昭和 31年2月

1日に 2度目のく研究室〉となった日付は鳥山人事記録の写しが正しいのではないか

と思う O 名称の変遷について、ながながと書いたが、最終的に官制化されたものとし

ては、 1955(昭和 30)年「法学部附属スラブ、研究施設」が設置されたことになっている。

しかしこれは後に整理された命名であり、歴史的には「研究所J(1953-955)の名称も

「研究室J(1955-1962)の名称も存在していたことを付記するにとどめたい。スラブ研

の名称の変遷及び20年の歴史については、外川継男教授の「スラプ研究施設二十年の

歩みJ It'スラヴ研究JJ No.20 (20周年記念号)、 1975年、 197-210頁参照。

2 rr北海道大学創基八十年史』札幌、北海道大学、 1965年、 290頁。

外川教授(現上智大学教授)のメモによると 5，000ドルと記されている O 当時 1ドル

360円とすれば約 180万円となる。 500万円をドルに直すと約 1万 400ドルに相当す

る。更に『北海道大学一一覧』昭和 41年版(120頁)に「本施設は、その設立に当たっ

て、米国ロックブエラー財団から、約五百点の図書の寄贈を受け、また、昭和三十五・
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六年の二回にわたって関係学術誌および資料集のマイクロフィルムの贈与をうけてい

る」と記されている。

3 鳥山教授談。後日米国訪問の際にヤコプソン氏に会い、礼を述べたとのこと D

スラプ研にはその当時議会図書館から送付されたマイクロフィルムの送り状が残って

いる O 現在スラプ研にある古い雑誌Hcmopwωω'PKcucm，1-52， 56-94 (23 vols.)な

ど5点、を含むものであるが、フィルムの単価、コマ数、リール代、外箱代、送料、総

金額などすべての明細が記述されている。

4 スラプ研に送られたものとほぼ同じものが日本の国会図書館にも寄贈されたとのこと

である。鳥山先生談。

5 [昭和 28'"'-'29年度]文部省科学研究費機関研究報告、[昭和 28-29年度]5-11頁。つ

いで翌 1955(昭和 30)年には科学研究費による総合研究「ロシア人民主義の研究」が発

足した。

6 鳥山教授からの聞き書きによる。

7 If'北海道大学一覧』昭和 41年版、 120頁。

『北大時報』第 75号、 1960(昭和 35)年6月30日、 2頁にチェコスロパキア大使ドプロ

ミール・イェチニー氏来学と記されている。 Dr.Dobromir Jecnyの大使の在任期間は

昭和 35年3月28日'"'-'39年5月15日であった。

8 当時の職員の在任期間は次の通りである。事務官芳賀柳ニ(1954年6月'"'-'1966年 7

月)、豊田久馬彦 (1956年4月'"'-'1963年3月)、大垣淘(1963年4月'"'-'1971年3月)、

成田京子 (1963年4月'"'-'1967年3月)、助手更科道子(1956年4月'"'-'1961年3月)、

助手出かず子(1964年8月'"'-'1985年5月、のち教授となる)。

9 拙稿「図書室だより J If'スラヴ研究JJ No.21、1976年、 235-237頁。

10 図書定員 9名のうち閲覧関係の 3名は 1年前の 1973年に移行していたようである。

11 その要旨は、 4項目からなる「人文・社会系所属図書館書庫内の図書」についてと、

法学部図書室の図書館への統合の要望であった (r付)早急に、法学部図書業務を附属図

書館業務に統合(集中化)することで協議する。(ロ)上記{イ)の業務統合(集中化)と同

時に、図書掛職員全員を附属図書館に配置換するJ)。さらに 1975年3月の「法学部図

書掛の附属図書館への統合に関する必要な事項についての申し合わせ」の文書の付記

の第 12項において、スラプ研については次のように記されている。すなわち「スラブ

研究施設については、原則として同一歩調をとることが望ましいが、現状では種々問

題もあるので、ただちに結論をだすことが困難であるo したがって将来に向かつて努

力することとし、今回の統合と分離して処理する Jo

12 この間の事情を筆者は当時の責任者今回事務長(現在北海道情報大学事務局長)にお

伺いした。以下はその経緯の要約である。

r1974年4月、法学部の今回事務長(在任期間 1970年4月から 1977年3月末)に斉木

附属図書館事務部長から文系図書室と附属図書館との統合の申し出があった。今回事

務長は大学図書館の教育と研究の基本的な目的の実現と、今後の図書の増加、それに

ともなう書庫スペースの問題、定員削減・定員不補充等の現実的な諸問題に対処する

ためにも統合は合理的な措置であるとの判断に基づいてこの申し出を受けることにし
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た。

さらに今村図書館長からこのことを文系各学部に要請するようにとの依頼があり、各

学部事務長を訪問して統合問題への協調を要請した。しかし各学部の事情や事務長の

考えもそれぞれ異なっており、同意を得るには至らなかった。そこで法学部がその先

鞭をつける以外にないと考え、図書職員と具体的な検討に入ることになった。この問

題は図書職員が納得しなければ実現することは難しいとの判断から、統合問題懇談会

が再三開かれることになった。会を度重ねるうちに、明らかになってきたことは「総

論賛成、各論反対J ということで、討論は結論を見ることなく暗礁にのりあげた。今

回事務長は現状の勝着状態を打開するべく冷却期間をおくことにした。法学部内部に

おいては、この統合問題は当時の三代にわたる薮・石川・小暮法学部長、山畠図書委

員によってよく理解され、支持され、すべて事務長に一任したかたちで時間の経過を

見守っていたようである。そのうちに 4年が過ぎようようとしていた。 1975年3月、

学内に今回事務長の人事移動のうさわが流れはじめたため、斉木図書館事務部長は、

附属図書館と法学部図書室の統合の実現を改めて今回事務長に要請した。この時今回

事務長の法学部の在任期間はすでに 5年に達しており、このように長期に 1学部の事

務長としてとどまることは異例のことと思われた。今回事務長は長い間宙に浮いたま

まになってた統合問題には充分に時間をかけたとの判断から、決着をつけるべく動き

だした。図書職員を 1人、 1人呼んで意見を聞き、さらに移動の希望があればその実

現にも努力することを約して、統合実現にむけて各自を説得していった。図書職員全

員の了解のあとに残ったものは、法学部教授会におけるこの問題についての報告事項

のみであった。しかし法学部教授会でも、賛成・反対入り乱れ、「総論賛成・各論反対」

の論理で一元的な賛成は得られなかったが、今回事務長は「この問題は、教授会の審

議事項ではなく、事務長の権限下の事務的問題である」と主張し、この場における問

題の審議を避けた。かくして 5年の歳月をかけた法学部図書室統合問題は決着し、

1975(昭和50)年4月1日付けで統合は実現した。この場合、「事務長の仕事は、大学に

おける研究と教育を支えるために支障のないよい環境を作ることである。図書室の統

合問題はいわば研究と教育の環境作りにかかわるものであり、事務長の仕事である

……」というのが事務長の論理であり、事務長の仕事の分掌による権限の範囲内のこ

ととして理解されていた。

以上は今回事務長からの電話の聞き書きによるものである。ご多忙中にもかかわらず、

快く率直にいろいろお話くださった同氏に深く感謝するものである。もし内容に誤解

や誤認があればそれは筆者の責任である O

13 拙稿「スラプ研究施設図書室報告(1971)一一大学図書館の集中管理制をめぐってJ IFス

ラヴ研究JlNo.16、1972年、 280-283頁。

14 スラプ研では国内のスラプ関係研究者名簿の作成を強く望んでいたが、そのための予

算がなかったので、窮余の一策として科学研究費で『わが国におけるソ連・東欧研究

の動向』と題して刊行した。

15 その後1976年にはポーランド語講習会中級(伊東・菅原ドロータ)及びポーランド語

講読会(伊東)が継続して開かれた。
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16 w ソ連東欧研究文献目録~ 1976~1988o 1989年版は『スラプ東欧研究文献目録』と改題

され、 1990年以後はくスラプ東欧研究文献データベース〉としてコンビュータに入力

されているo

17 現在スラプ研の参考図書室にあるものは、レンセン・コレクションの一部である。当

時購入したものは大部分が布製の表紙でかなり破損しているため、レンセン・コレク

ションの中の『プロックハウス・エプロン百科』と入れ替えて、レンセンの著作とと

もに記念としてスラプ研に保存されている。

18 前者2つのコレクションに関しては、冊子目録Russiaand Eastern Euroρe: a List 

。ifthe George Vernadsky Collection. Sapporo， 1982.とBoris50uvarin Collection on 
Russian Revolutionary Movements. Sapporo， 1980.がそれぞれ刊行されている。

19 これらのコレクションについては『検陰~ No.50、1984年、 4-8頁を参照。

20 ホレツキ一夫人を講師に招いてスラプ研と法学部事務室の職員のために英会話講習会

が聞かれた。

21 拙稿「レンセン・コレクションについてJ Wスラヴ研究~ No. 28、1981年、 123-126頁。

「北大のレンセン文庫J W北海道新聞(夕刊)~ 1981(昭和56)年9月2日参照。

22 わが国では一般には考えられないことであるが、世界的な学者の報告にまじって図書

関係の研究報告・図書館の紹介・諸問題についての討論などが学会プログラムの中に

組み入れられていた。このようにして世界中のスラヴイツク・ライブラリアンの交流

も生まれ、ライブラリアン同志のネットワークも形作られている。筆者もはるばる日

本から来たということても、早速スラブ研究センター図書室についての報告を求められ

た。 TakakoAkizuki，“The Slavic Research Center Library， Hokkaido University， 

Sapporo，" Access to Resources in the '80-s: Proceedings 01 the First lnternational 

Conlerence 01 5lavic Librarians and lnlormαtion 5pecialists， ed. by Marianna Tax 

Choldin， New York， 1984， pp.50-53参照。

23 The Collection 01 Leon B. Bernstein. Vol.l-2. New York， Russica， [198-? ]長谷

川毅「ベルンシュタイン・コレクションを手にしてJ W検陰~ No.65、May1985、9-11

頁。「日本におけるロシア・ソ連研究とベルンシュタイン・コレクションJ W北大時報』

1986、7月、 22-24頁参照。

24 Acta 5lavica laρonica， 1， 1983， pp. 15-164. 

25 Jun Matsuda，“Bibliometrical Survey of J apanese Slavic and East European 

Studies: 1976-1980"; Takako Akizuki，“The Slavic Research Center Library since 

1980，" Proceedings 01 the 5econd lnternational Conference 01 5lavic Librarians 

and lnlormation 5jうecialists，ed. by Marianna Tax Choldin， N ew York， Russica 

Publishers， 1986， pp. 370-385; pp. 292-294.を参照。

26 この時のすべての報告は、 MariannaTax Choldin ed.， Proceedings 01 the 5econd 

lnternational Conlerence 01 5lavic Librarians and lnlormation 5pecialists， N ew 

York， Russica Publishers， 1986， pp.386-505.に収録されている。

27 拙稿、「アメリカのスラブゃ関係主要図書館を訪ねてJW ソ連研究~No. 2、1986年、185-195

頁参照。
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28 この段階で図書情報の入力対象になっている言語は、日本語と主なヨーロッパ言語に

限られていた。受入れ図書の半分以上がロシア語で占められているスラプ研究セン

ターの現状を考えると、ロシア語図書はキリル文字で入力するか、アメリカやヨーロツ

パの図書館のように翻字によるかの決定がせまられた。この結論をすぐだすことは、

諸外国の図書館の事情からも明かなように、非常に難しい問題であった。しかし筆者

はコンビュータ化の初めにあたって、キリル文字による直接入力の可能性を探ること

を強く望んだ。附属図書館情報課に相談したが、始めはとりあってもらえなつかた。

しかしいろいろ話し合いを進めてゆくうちに、なんとか可能性の光が見えはじめ、山

田課長との度重なる討論の末、同氏の努力によって端末から直接キリル文字を入力す

ることが可能になった。この時ロシア語アルブアベットを第 1次計画とし、第2次に

革命前に使用された 4文字、ウクライナ語、白ロシア語、セルボクロアチア語などの

特殊文字、第3次に旧ソ連邦の共和国の民族の諸言語に対応できるものを考えていた。

しかし残念ながら、この計画が実現される前に同氏は東京工大に転出し、その後間も
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